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当所１号機は定格熱出力一定運転中ですが、平成 19 年１月 16 日頃から原子

炉建屋２階原子炉冷却材浄化系ポンプ＊１（Ａ）室内に設置しているダスト放射

線モニタ＊２の指示値に緩やかな上昇傾向を確認したため、調査を行っていたと

ころ、１月 17 日午後４時 15 分頃、当該ポンプ（Ａ）の入口配管接続部からの

微量な水の滴下を確認しました。滴下した水の量は約 90ccで、拭き取りにより

清掃を実施しました。その後、当該ポンプ（Ａ）を停止したところ、当該モニ

タの指示値が通常値に復帰＊３しました。なお、主排気筒放射線モニタ＊４およ

びモニタリングポスト＊５の指示値に有意な変化がないことを確認しており、本

事象による外部への放射能の影響はありません。 

（平成 19 年１月 18 日お知らせ済み）      

 

 調査の結果、以下のことがわかりました。 

・ 当該ポンプ（Ａ）の入口配管接続部に使用しているガスケットに水の漏れ

た痕（スジ状）が１箇所確認されたこと。 

・ 当該ガスケットは最近の事例ならびにガスケットメーカでの試験結果か

ら、高温環境下での長期使用により耐久性が低下したと推測されること。 

・ 当該ガスケットには水の漏れた箇所を含む外周部の一部にめくれが確認

されたこと。 

  

 当該ポンプ（Ａ）の入口配管接続部から水の滴下が発生した原因は、当該ガ

スケットが、高温環境下での長期使用により耐久性が低下して面圧が低くなっ

ていたことから、ガスケットのめくれ部の一部より水が漏えいしたことによる

ものと推定しました。 

 

 対策として、当該ガスケットを、高温環境下の耐久性に優れ、めくれの影響

を受けにくい材質＊６のガスケットに交換しました。その後、当該ポンプ（Ａ）

を運転したところ、水の滴下がないことおよびダスト放射線モニタの指示値が

通常値の範囲であることを確認しました。 

また、当該ガスケットの材質変更時に、本事象の発生原因である面圧低下を

想定出来なかったことに鑑み、今後は実績等を踏まえ、使用について慎重な検

討を実施してまいります。 

なお、同材質のガスケットを使用している原子炉冷却材浄化系ポンプ（Ｂ）

についても同様の対策を行います。 

 

以 上 

http://www.tepco.co.jp/nu/f2-np/press_f2/2006/pdfdata/070118.pdf


 

＊１：原子炉冷却材浄化系ポンプ 

   原子炉水中の不純物を除去し水質を維持する浄化系のポンプ。 

＊２：ダスト放射線モニタ 

   当該エリアの空気中の塵を集め、含まれている放射能を測定している計測器。 

＊３：当該モニタの指示値が通常値に復帰 

   当該ポンプ（Ａ）を停止し吐出弁を閉め当該接続部を冷却。滴下水の温度が下

がり、滴下水の気化量が減少したことにより、当該モニタの指示値が通常値に

復帰。 

＊４：主排気筒放射線モニタ 

   原子炉建屋内の空気や復水器を真空にしておくための排ガス等、環境へ放出さ

れる排気中の放射線を測定する装置。 

＊５：モニタリングポスト 

   発電所敷地周辺に設置され、空間線量率を測定する機器。 

＊６：高温環境下の耐久性に優れた材質 

   現状のガスケット材質：無機質紙、対策品のガスケット材質：黒鉛。 
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